
（様式１）

新規課題研究計画書

課 題 名

担当研究室 研究期間

１．研究の背景・目的

２．研究内容

３．年次別の試験計画

４．期待される成果

５．成果の普及対象

６．研究費（需用費）の概算額



（様式２）

中間報告書

【課題名】

【要約】

【キーワード】

【担当】

【背景・ねらい】

【成果の内容・特徴】

【成果の活用面・留意点】

（図表）

【今後の試験研究内容】

【その他】

予算課題名

予算区分

研究期間

経費（需用費）の概算額

技術の普及対象者等

研究担当者



（様式３）

研究成果報告書

【課題名】

【要約】

【キーワード】

【担当】

【背景・ねらい】

【成果の内容・特徴】

【成果の活用面・留意点】

（図表）

【その他】

予算課題名

予算区分

研究期間

経費の概算額

技術の対象者等

研究担当者



（様式４）

新規課題評価書
年 月 日

１ 試験研究課題名

２ 担当研究室

○ 評価者（職・氏名）

研究目的 解決すべき具体的課題と研究目標の設定は適正か評価内容評価内容評価内容評価内容

【評価】

・５点：適正である

・４点：おおむね適正である

・３点：多少の見直しが必要

・２点：大幅な見直しが必要

・１点：全面的な見直しが必要

【コメント】

研究計画・ 目標達成のための研究計画や研究方法は適正か評価内容評価内容評価内容評価内容

研究方法

【評価】

・５点：適正である

・４点：おおむね適正である

・３点：多少の見直しが必要

・２点：大幅な見直しが必要

・１点：全面的な見直しが必要

【コメント】

【総合評価】

・５点：目標達成のため、本研究計画により試験実施することは適正である

・４点：おおむね適正である

・３点：多少の見直しが必要

・２点：大幅な見直しが必要

・１点：試験の実施は中止すべき

【コメント】

＊ 該当する点数に○印をつけて下さい



（様式５）

中間課題評価書
年 月 日

１ 試験研究課題名（試験期間）

２ 担当研究室

○ 評価者（職・氏名）

研究内容 これまでに得られた研究結果、知見や技術は優れているか評価内評価内評価内評価内

【評価】 【コメント】

・５点：極めて優れている

・４点：優れている

・３点：おおむね適当である

・２点：劣っている

・１点：知見・技術が得られて

いない

研究の達成 研究の進捗状況からみて、研究目標達成の見通しがあ評価内容評価内容評価内容評価内容

度 るか

【評価】

・５点：目標達成の可能性は高い

・４点：おおむね目標達成の見通しがある

・３点：目標達成の見通しはあるが多少問題あり

・２点：目標達成は現状では難しい

・１点：目標達成は極めて難しい

【コメント】

【総合評価】

・５点：適当である

・４点：おおむね適当である

・３点：多少の見直しが必要

・２点：大幅な見直しが必要

・１点：全面的に見直しまたは試験の中止が必要

【コメント】

＊ 該当する点数に○印を付けて下さい



（様式６）

完了課題評価書
年 月 日

１ 試験研究課題名（試験期間）

２ 担当研究室

○ 評価者（職・氏名）

研究成果 研究結果、得られた知見技術は優れているか評価内容評価内容評価内容評価内容

【評価】 【コメント】

・５点：極めて優れている

・４点：優れている

・３点：おおむね適当である

・２点：劣っている

・１点：知見・技術が得られて

いない

研究成果の 研究結果を有効に利活用・普及することができたか、評価内容評価内容評価内容評価内容

実用化 又はその可能性があるか

【評価】

・５点：十分利活用等ができている、又は十分可能性がある。

・４点：利活用等ができている、又は可能性がある。

・３点：多少利活用等ができている、又は可能性はあるが問題あり

・２点：現状では難しい

・１点：極めて難しい

【コメント】

研究成果の 新たな試験研究への発展、他分野、異分野への発展性が評価内容評価内容評価内容評価内容

発展性 あるか

【評価】 【コメント】

・５点：十分発展性がある

・４点：発展性がある

・３点：多少の発展性はある

・２点：現状では難しい

・１点：極めて難しい

【総合評価】 【コメント】

・５点：極めて優れた成果である

・４点：優れた成果である

・３点：成果としてはおおむね適当である

・２点：成果が乏しい

・１点：成果が得られていない

＊ 該当する点数に○印を付けて下さい


